
 

 

 

 

 

 

 

 

202５年度 

オンデマンド講義概要一覧 

 
オンデマンド講座視聴プログラム（ビデオ・オンデマンド ：ＶＯＤ） 

VOD 講座は、他大学の協力も得て、教育・研究の分野において、下記の

内容で提供しています（1 講義約 45 分程度（約 15 分×3 パート））。 

 

 

  



 

※講師の所属は、いずれも撮影時点での所属です。 

≪オンデマンド講義概要一覧≫ 

 

分 野：「高等教育論Ⅰ」  テーマ：「現代の高等教育」 

講師 金子 元久（筑波大学） 

到達目標 

①日本及び世界の高等教育の状勢を説明できる。（知識） 

②大学教育改革の課題を説明できる。（知識） 

③改革のメカニズムおよび教職員研修（FD・SD）について基本的な見方や用語を理解し、活用

することができる。（知識） 

概要 

Part１ 
１．なぜ大学改革か 

①社会経済の変化と大学教育、②大学教育への負担構造のシフト、③焦点としての大学教育 

Part２ 
２．大学教育の現状 

 ①現代の学生と大学教育、②自律的学習時間の不足、③日本型学習の特徴 

Part３ 
３．改革への道と FD の課題 

 ①大学教育改革への課題、②改革のメカニズム、③大学教職員の役割と FD,SD 

 

分 野：「高等教育論Ⅱ」 テーマ：「高等教育研究史」 

講師 舘 昭（桜美林大学） 

到達目標 日本及び世界の高等教育研究の沿革を説明できる。（知識） 

概要 

Part１ 

高等教育の展開と高等教育研究 

まず、高等教育概念の確認をする。高等教育研究の歴史は高等教育そのものの歴史と並行して

いるため、高等教育の歴史を俯瞰でき、それ自体が高等教育研究史上の金字塔とも言うべきト

ロウのエリート・マス・ユニバーサルの発展段階説の正しい理解を行う。 

Part２ 

エリート段階の研究とマス化アメリカでの固有研究の発生 

エリート段階は、広い意味での高等教育研究の発生の時期であり、それは高等教育論と大学史

の様態を取って現れたこと、また、固有概念としての高等教育研究「高等教育を対象に、その政

策や経営・運営に資する実証的、理論的研究の組織化された取り組みで、固有の学会や研究組織

の形成によって顕在化したもの」が、逸早くマス段階さらにはユニバーサル段階へと移行した

アメリカで発生し、展開したことを見る。 

Part３ 

日本における展開と世界の状況ー課題としてのユニバーサル化－ 

日本における近代化にともなう大学論登場から、戦後の固有の意味での高等教育研究の発生と

展開の状況の把握を行い、さらにはユニバーサル段階へと向かう世界の高等教育研究の展開状

況や研究にからむ問題の把握を通して、研究史が投げかけてくる高等教育研究の方向性につい

て考える。 

 

分 野：「高等教育論Ⅲ」 テーマ：「大学教育改革と FD」 

講師 川島 啓二（京都産業大学） 

到達目標 

我が国の大学教育改革の背景、経緯、特徴や、FD（ファカルティディベロップメント）の現状や

今後を幅広い観点から考えるための基本的な見方や用語を理解し、活用することができる（知識・

理解） 



 

概要 

Part１ 

「大学教育「改革」の始まりと展開」 

大学教育の改革が強く語られるようになったのは、1991 年の大学設置基準の「大綱化」以来で

ある。それはより広い文脈で捉えれば、1980 年代の新自由主義的な諸改革とその思潮が高等教

育に及んできた結果であると理解できる。この流れは後に、国立大学の法人化といった大きな制

度改革から、目標管理に基づく教学マネジメントに及ぶ大学運営全般の構造的な改革となった。 

Part２ 

「質保証体制の整備と確立」 

大学教育改革の軸を構成してきた、９０年代末からの主要な中教審答申の内容を概略し、規制緩

和の流れが質保証の枠組み、すなわち、３つのポリシーと学士力や学習成果、さらには、内部質

保証システムの確立へと収斂していった展開を解説する。また、新しい動きとして、高等教育の

グランドデザイン（答申）における基本的な論点を整理する。 

Part３ 

「大学教育改革と FD」 

FD（ファカルティディベロップメント）とは何か。その基本的な理解から、大学教育改革の動き

の中で、FD はどのように位置づけられそのような課題があるのかを明らかにし、大学教員の「専

門性」を手掛かりとしながら、今後の在り方を探る。 

参考文献 

1. 文部科学省『平成２９年度文部科学白書』 

http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab201801/1407992.htm 

2. 濱名篤他『大学改革を成功に導くキーワード 30―「大学冬の時代」を生き抜くために― 』 

学事出版、2013 年 

3. 東北大学高等教育開発推進センター編『ファカルティ・ディベロップメントを超えて―日本・ 

アメリカ・カナダ・イギリス・オーストラリアの国際比較』東北大学出版会、2009 年 

4. 佐藤浩章他『大学の FD Q&A』玉川大学出版部、2016 年 

 

分 野：「高等教育論Ⅳ」 テーマ：「大学評価論」 

講師 鳥居 朋子（立命館大学） 

到達目標 
今日の大学評価の課題について、内部質保証の観点から述べることができる 

内部質保証の実質化に向けて当事者意識を持つことができる 

概要 

Part１ 

1. はじめに：大学評価にかかわる取り組みの展開 

 -内部質保証と継続的改善の課題 

  -教学マネジメントと IR 

  -全国的な動向。 

Part２ 

2.  立命館大学の取り組み 

   -内部質保証システムの構築と運用 

    -教育プログラム・レベルの取り組み  

Part３ 

3.おわりに：内部質保証システムの運用と学習成果の可視化 

 -到達点と課題 

 -内部質保証の実質化への展望 



 

参考文献 

荒木俊博・山咲博昭（2019）「第 3 期認証評価受審時における使用データと IR の役割 -大学

基準協会受審の 2 大学の事例から-」（事例報告）『大学評価と IR』第 10 号、大学評価コンソ

ーシアム、pp. 29-44。 

大学基準協会編集（2019）『教育プログラム評価ハンドブック』大学基準協会。 

大学基準協会（2017）「大学基準」。 

羽田貴史・米澤彰純・杉本和弘編著（2009）『高等教育質保証の国際比較』東信堂。 

一般社団法人日本私立大学連盟教育研究委員会(2019)「私立大学における教育の質向上に関す

る 取 り 組 み 〜 学 習 成 果 の 可 視 化 に よ る 大 学 教 育 の 質 保 証 〜  」  

https://www.shidairen.or.jp/files/topics/2453_ext_03_0.pdf  2021.3.10 アクセス 

工藤潤（2019）「大学基準協会が定義する内部質保証とその評価のあり方」平成 30 年度大学評

価シンポジウム配布資料 2、大学基準協会、2019.1.28。 

岡田有司・鳥居朋子・村上正行（2020）「学部における教育情報の活用の現状と課題」大学教育

学会第 42 回大会自由研究発表、6 月 7 日。 

大場淳（2015）「 フランスの大学の自律性と質保証」田川千尋編『グローバル化と高等教育：

フランスを事例に』（未来共生リーデイングス volume 8）, 大阪大学未来戦略機構第五部門, 

pp.11-26。 

Saupe, Joe L. (1990) The Functions of Institutional Research, 2nd edition. 

Tallahassee, FL: Association for Institutional Research. 

鳥居朋子（2020a）「立命館大学における内部質保証の取り組み−内部質保証システムの特質お

よび課題を中心に−」『立命館高等教育研究』第 20 号、pp.1-15。 

鳥居朋子（2020b）「大学における教育の評価とマネジメント−内部質保証の推進課題としての

捉えなおし-」『高等教育研究』第 23 集、pp.119-140。  

鳥居朋子（2019）「認証評価を受審して」『じゅあ』No.62、大学基準協会、p.5. 

鳥居朋子・杉本和弘編（2018）『高等教育における戦略的データ活用とリーダーシップ：国際シ

ンポジウムの記録を基礎に（高等教育研究叢書 142 号）』広島大学高等教育研究開発センタ

ー。 

Torii, Tomoko, Watanabe, Yuki, and Mori, Masao (2018) IR landscape in Asia: Global 

trends in practical issues and research topics, Poster Session,  Association for 

Institutional Research 58th Forum, May 31, Orlando, FL, USA. 

立命館大学（2018）「点検・評価報告書（申請用）」.  

http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=413763&f=.pdf  2021.3.10 アクセス 

立命館大学大学評価・IR 室(2020)「大学評価・IR 室パンフレット」 

http://www.ritsumei.ac.jp/assessment/assets/file/assessment_booklet0511.pdf 

2021.3.10 アクセス 

 

分 野：「高等教育論Ⅴ」 
テーマ：「高等教育政策：戦後日本の大学政策 

   （転換期の大学政策、海外との比較）」 

講師 川嶋 太津夫（大阪大学） 

到達目標 ① 戦後の日本における大学政策の展開と課題について理解する。（知識） 

概要 

Part１ 
・戦後改革から高等教育計画の時代 

旧制から新制大学への移行期の特徴、新制大学の急増、進学需要拡大への対応 

Part２ 

・大学改革-競争原理の時代〜明治、新制に続く第３（平成）の大学改革〜 

規制緩和と競争へ、高等教育政策策定過程の変化、事前規制から事後チェックへ、市場原理の評

価 

Part３ 
・高大接続改革、マイクロマネジメント、少子化〜平成から令和の大学改革の課題〜 

高大接続改革の経緯と結末、大学教育のマイクロマネジメントの強化、少子化への対応 

 



 

分 野：「高等教育論Ⅵ」 
テーマ：「初年次教育の動向： 

成果につながる初年次教育とは」 

講師 山田 剛史（関西大学） 

到達目標 ① 初年次教育の最新動向を把握し、成果につながる初年次教育とは何かを再考する。（知識） 

概要 

Part１ 

日本では 2000 年頃から導入が始まった初年次教育が，四半世紀経った現在ではほぼ全ての高

等教育機関で実施されるにまで至っている。その背景には，少子化に伴う高等教育機関の変化や

社会を取り巻く状況の変化がある。近年の動向を鑑みると，「学習習慣が未確立」「目的意識の希

薄化」といった学生の実態，「求められる新たなスキル」に関する社会的要請，学習指導要領の

改訂に伴う「高校の新たな学びとの接続」などが挙げられる。初年次教育とは「高等学校から大

学への円滑な移行を図り，大学での学問的・社会的な諸条件を成功させるべく，主として大学新

入生を対象に作られた総合的教育プログラム」と定義され，「大学生活への適応」「学問的スキル

の育成」「キャリア形成支援」「社会的スキル・心理的支援」といった目的・類型が存在する。取

組実態としては，「ライティング（文章作成）」や「プレゼンテーション（口頭発表）」といった

学問的スキルの育成が多く，取組当初から最も急増しているのが「学内の教育資源の活用方法」

に関するプログラムである。 

 

Part２ 

初年次教育の成果を高めるためにも，どのような学生が入学してきているのか，どのような教育・

学習環境にあったのかを把握することが重要となる。2014 年 12 月に高大接続の一体的改革

の中教審答申が出されて以降，大学入学者選抜の改革をベースに高等学校教育の改革も進められ

ることとなる。入学者選抜については，2021 年度からの大学入学共通テストの導入に加え，学

校推薦・総合型選抜の増加や探究学習評価型入試の増加など，様相が大きく変わってきた。同時

に，2017 年の学習指導要領の改訂によって，高等学校教育の改革も進められてきた。具体的に

は，資質能力 3 つの柱を育成するべく，主体的・対話的で深い学び（≒アクティブラーニング）

の推進が掲げられた。加えて，2022 年度からは「総合的な探究の時間」（探究学習）の導入が

図られることとなった。その一期生が 2025 年 4 月より大学に入学してくる。大学入学者は，

探究学習を通じて，①課題設定，②情報収集，③整理・分析，④まとめ・表現といった一連のプ

ロセスを経験しているため，それに応じた初年次教育を検討することが必要となる。 

Part３ 

こうした教育改革の成果が現れるには当然相当の時間を要するもので，まだまだ途上にある。デ

ータを見ても，高校生の学びに対する意欲の低さや大学生の学びに対する受動性の高さには，相

当の緊張感がある。この問題を打開することなしに，高等教育機関の質保証はなし得ないと言え

よう。そうした中，高校での探究学習の効果や大学における初年次教育の効果を示すデータも出

てきている。以上のように，初年次教育は高大接続や高年次接続の観点からも重要な意義を有す

る取組であるが，そのあり方は時代・高校・学生の変化に応じて見直される必要がある。これま

での初年次教育を見直し，再構築する時期に来ている。改めて，成果につながる初年次教育の実

現に向けての重要な点を取り上げる。 

1. 位置づけ：DP・カリキュラムの中での位置づけ・目標を明確に 

2. 実施体制：複数教員で対応するため持続可能なチーム編成 

3. 学習支援：アドバイザー制度やアドバイジングとの連動 

4. 連携機能：FD や学生支援部署(障がい学生，キャリア，学生相談)との連携 

5. 効果検証：パフォーマンス評価や授業アンケート，成績分布の活用 

 

分 野：「教授学習理論Ⅰ／Ⅱ」 テーマ：「学生が主体的に学ぶための授業設計」 

講師 栗田 佳代子（東京大学） 

到達目標 
（1）教授学習に関する基本的な理論を具体的に説明することができる。（知識） 

（2）インストラクショナルデザインを基にして授業を組み立てることができる。（技能） 

概要 



 

Part１ 

学生の学ぶ意欲を引き出すには？ ～目的・目標の設定とモチベーション理論～ 

①目的と目標 

②モチベーション 

目的と目標の設定について、その内容や書き方について学ぶ。また、学生のモチベーションにつ

いて、期待・価値・環境という観点からよりよい授業づくりに活かすための方法について学ぶ。  

Part２ 

学びを促す授業設計 ～ADDIE モデルとアクティブラーニング～ 

①ADDIE モデル 

②アクティブラーニング 

授業づくりの理論である ADDIE モデル、アクティブラーニングについて学ぶ。ADDIE モデル

を知ることで授業の準備から、実施、評価までのサイクルを身に着けることができる。また、学

生が主体的に学ぶためのアクティブラーニングについてその定義や具体的方法を知り、よりよ

い授業づくりに活かすことを目指す。 

Part３ 

授業設計の実際 ～ガニェの 9 教授事象を参考に授業を設計する～ 

①ガニェの 9 教授事象 

②クラスデザインシート 

授業構成のポイントとして活用できるガニェの 9 教授事象について学び、最後に、これまでに

学んだことをもとにデザインするためのツールであるクラスデザインシートの利用方法を学

ぶ。この講座を学ぶことで、教授学習に関する理論をよりよい授業づくりに実際に活かすことを

目指す。  

 

分 野：「教育方法論Ⅵ」 
テーマ：「情報活用基礎 －ICT を活用した授業

デザイン－」 

講師 中島 英博（立命館大学） 

到達目標 
１、⼤学における ICT*を活⽤した授業全体の設計や学習活動の設計の⽅法を知る。（知識） 

２、担当科⽬の中で、ICT を活⽤した授業の実施計画を立てられる。（技能） 

概要 

Part１ 

ICT の発達により、授業の形態を教室での対面授業だけでなく、教室外から遠隔で参加したり、

自由な時間に学習に取り組むといった形態が取れるようになりました。授業形態は授業の目的や

学習者の特徴にあわせて積極的に選択できるようになったと言えます。ライブ型やハイブリッド

型等の授業形態について、それぞれの授業形態の特徴と留意点を確認します 

Part２ 

学生が知識を習得することを支援するために、ICT どのように活用するかを考えます。特に、基

本の学習サイクルとしての内化・外化・内化のプロセスを確認し、ICT を活用した例として反転

授業を取り上げます。ICT の活用により、個別学習の促進、理解度の確認、授業中の相互作用の

促進を効率的・効果的に行う方法を考えます。 

Part３ 

学生が修得した知識を活用したり発信する段階（外化）において、ICT を活用した授業例を取り

上げます。具体的には、授業中の議論を ICT を活用して活性化する例を考え、情報共有ツール

の活用とその際の準備や指示のポイントを確認します。 

  

分 野：「授業設計論Ⅰ」 テーマ：「大学の授業の設計」 

講師 沖 裕貴（立命館大学） 

到達目標 

①カリキュラムや授業の設計において、学習成果を明確にし、適切な到達目標を設定することが

できる（知識・技能）。 

②高等教育に求められる内部質保証の意義と必要性を説明することができる（知識・技能）。 

概要 



 

Part１ 

「各学部・学科での観点別人材養成像（DP）の策定と公開」（スライド 1～1５） 

①本講義の到達目標、②中教審答申から見えてくること、③ボローニャプロセスにおける学習成

果、④内部質保証システムの構築、⑤DP、CP、AP とは、⑥DP と CP の明確化の方策、⑦「観

点別」「学力の三要素」とは、⑧観点別人材用製造（DP）の例－立命館大学産業社会学部、ハー

バード大学コアカリキュラム、滋賀県立大学工学部電子システム工学科、⑨DP 策定の留意点 

Part２ 

「１．観点別の到達目標」「２．カリキュラム・マップ、カリキュラム・ツリー」（スライド 1６

～3６） 

①到達目標と指導内容・方法、評価の関係（カリキュラム設計、授業設計：授業前）、②科目の観

点別到達目標の例：山口大学「芸術論特殊講義」、「線形代数」（理系基礎科目）、全学共通教育科

目－言語・情報教育科目－外国語教育科目、③到達目標の思い違いとあるべき姿、④観点別到達

目標作成の留意点、⑤観点別の到達目標の練習問題１、２、⑥カリキュラム・マップ、ツリーと

は、⑦カリキュラム・マップ例、カリキュラム・ツリー例：滋賀県立大学工学部（マップ、ツリ

ー）、立命館大学文学部（マップ）、愛媛大学理学部（ツリー）、愛媛大学教育学部（ツリー）、宇

都宮大学工学部（ツリー） 

Part３ 

「観点別到達目標ごとの成績評価基準」（スライド 3７～５９） 

①大学における成績評価に関する法令、②ルーブリックとは、③Rubric Template (Huba & 

Freed, 2000)、④パフォーマンス評価とは、⑤パフォーマンス評価の背景にある理論、⑥ルー

ブリック利用の注意点、⑦「現代の教育」レポート試験ルーブリック（沖）、⑧イギリスの大学の

成績評価、⑨アメリカのプレゼンテーションのルーブリック、⑩ルーブリックの効果、⑪日本の

大学教員の思い違い（私も含めて！）⑫パフォーマンス評価の実際の手順と実例、⑬参考文献・

資料 

 

分 野：「教育評価論Ⅰ」 テーマ：「成績評価の意味と方法」 

講師 鳥居 朋子（立命館大学） 

到達目標 

①授業の到達目標（行動目標）に沿って適切な評価方法と評価基準を設定できる。（技能） 

②教授方略、教授方術に沿って適切な学習成果の評価方法を検討し、開発（例：ルーブリック評

価等）できる。（知識、技能） 

③自らの授業に関して客観的かつ厳格な成績評価と学習者への適切なフィードバックを心がけ

る。（態度） 

概要 

Part１ 

成績評価の方法と基準に関する導入 

大学の授業における成績評価の現状と問題点、「厳格な成績評価」の意味、成績評価の目的、成

績評価の意義（教育的機能）、評価の対象（到達目標との整合性）、成績評価に求められる条件

（妥当性、信頼性、客観性、効率性等）、成績評価の流れ、成績評価のタイミング（診断的評価、

形成的評価、総括的評価）等について、いくつかの事例を示しながら解説する。 

Part２ 

成績評価の方法と基準の設定をめぐる具体的な手法 

成績評価の方法（論述試験、口頭試験、客観試験、シミュレーション、実地試験、観察・記録法、

論文・レポート）、成績評価の方法と評価可能な目標との関係（知識、理解、技能、態度等）、学

習のプロセスや質を重視した評価方法（チェックリスト、ルーブリック）、絶対評価と相対評価、

GPA（意義、算定方法、活用例）等について、いくつかの事例を示しながら解説する。 

Part３ 

成績評価のフィードバックの方法及びまとめ 

成績評価の学生へのフィードバックの方法（授業のプロセス、授業終了後）、成績点の開示、学

生からの成績申し立てへの対応等について解説し、最後に成績評価の基準と方法の設定に関す

るセルフチェックポイントを提示することによって講義のまとめを行う。 



 

参考文献 

１.池田輝政他『成長するティップス先生』玉川大学出版部、2001 年 

２.愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室編集『愛媛大学 FD ハンドブック Vol.1 もっと!! 授

業良くするために－シラバス作成から成績評価まで－第二版』愛媛大学、2007 年 

３.名古屋大学高等教育研究センター編『プロフェッショナルスクールのための授業設計ハンド

ブック』名古屋大学高等教育研究センター、2004 年 

４.北海道医療大学 FD 委員会編『北海道医療大学 FD ハンドブック 大学教育の設計』北海道

医療大学、2003 年 

 

分 野：「教育評価論Ⅱ」 テーマ：「目標準拠測定に基づく評価」 

講師 野嶋 栄一郎（早稲田大学） 

到達目標 ①授業の目的にあった試験、課題等のあり方について理解する。（知識） 

概要 

Part１ 

目標準拠測定と集団準拠測定 

①テスト得点の解釈における二つの立場 

②二つの測定の特徴  

Part２ 

教育目標 

①ブルームによる教育目標の分類学 

②認知的領域のタキソノミー 

③情意的領域のタキソノミー 

④教育目標の妥当性と明確性 

⑤教育目標の記述 

Part３ 

目標準拠テストの設計 

①テスト領域を定める 

②学習内容の分析 

③教授目標の記述 

④コースアウトラインの作成 

⑤目標明細表の作成 

⑥達成基準の設定 

⑦テスト項目の記述 

 

分 野：「心理学Ⅰ」 テーマ：「青年期の心理」 

講師 岡田 有司（東京都立大学） 

到達目標 

①発達心理学の一領域である青年心理学の基礎的事項を説明できる。（知識） 

②青年期における心の葛藤、発達課題を説明できる。（知識） 

③指導する学生に対して、青年期の心理を理解した上で対応することを心がける。（態度） 

概要 

Part１ 

青年期の発達と特徴①：青年期と自己  

青年期は自己の形成において重要な時期である。ここでは、はじめに青年期の位置づけについて

確認した上で、青年期における自己について、アイデンティティ、パーソナリティ、自尊感情の

観点から概観する。 

Part２ 

青年期の発達と特徴②：認知・対人関係・学校  

青年は自己以外の様々な領域においても発達的な変化が生じる。ここでは、認知面での発達，対

人関係における発達、学校教育を通じた発達について概観する。 



 

Part３ 

青年における多様性と大学  

一言に青年といっても、様々な青年が存在する。ここでは、大学生に焦点をあて、心理的な問題

を抱えた学生、障害のある学生、性的マイノリティの学生、留学生について概観し、多様な学生

を包摂する際に重要な DEI の概念についても理解を深めていく。 

参考文献 
1．無藤隆・子安増生(編) 2013 発達心理学Ⅱ 東京大学出版会  

2．白井利明・都筑学・森陽子 2012 やさしい青年心理学 新版 有斐閣アルマ 

 

分 野：「心理学Ⅱ」 テーマ：「発達の原理と各段階の特性」 

講師 西垣 順子（大阪市立大学） 

到達目標 

①発達と成長の原理を説明できる（知識） 

②青年期という発達段階の特性を，児童期や乳幼児期との対比で説明できる（知識） 

③学生（特に新入生）が遭遇しやすい困難について説明でき、自らの教育活動の中で参照できる

（知識、技能、態度） 

概要 

Part１ 

「そもそも発達とは何か」という問題について考えます。発達と成長はどう違うのか、発達と教

育の関係はどのようなものか、発達という視点を持つことで大学や社会がどのように異なって見

えるようになるのかといった問題を取り上げます。また、通常の場合に 20 歳前後に生じる発達

の質的転換についても説明します。多少なりとも抽象的な話になりますが、お付き合いくださ

い。 

Part２ 
青年期または学校から社会への移行の時期における発達変化の特徴として、学業に関わる認識の

あり方の変化と自己理解のあり方の変化について説明します。 

Part３ 

前半では大学生が遭遇しやすい困難として、初年次段階での困難とその背景について説明しま

す。後半では、Active Learning 型の授業に苦手意識を持ちやすい可能性のある学生として発

達障害について取り上げます。 

参考文献 

中村隆一 2013 「発達の旅―人生最初の 10 年」 クリエイツかもがわ 

西垣順子 2016 「青年教育としての大学を拓くために―発達心理学の観点から」 大学評価

学会（編）『グローバル人材育成と発達保障の相克―大学は青年とどう向き合うのか―（仮）』晃

洋書房 

西垣順子 2016 「発達を識っていくということー発達教育の今日的意義」人間発達研究所

（編）『発達研究の創出』群青社 

窪内節子・設樂友崇・高橋寛子・田中 健夫 2015 『学生相談から切り拓く大学教育実践: 学

生の主体性を育む』学苑社 

 

分 野：「心理学Ⅲ」 テーマ：「臨床心理学の基礎と応用」 

講師 徳田 完二（立命館大学） 

到達目標 

①臨床心理学的な学生理解と対応の基本を理解し、説明できる（知識、技能） 

②大学生の悩みの特徴と回復の基本を理解し、説明できる（知識、技能） 

③発達障害（LD,アスペルガー障害等）の学生の特徴を知り、適切に対応する態度をもつ（態度） 

概要 

Part１ 
欠席の多い学生を例として、臨床心理学的観点からは学生をどのように理解すればよいのかにつ

いて解説し、心理的問題を抱えた学生に対してどのように対応すればよいのかについて述べる。 

Part２ 
大学生という発達段階における悩みの特徴を、入学期、中間期、卒業期という段階ごとに解説す

る。また、心理的不調から回復する過程、およびそれに関わる教員の役割について述べる。 



 

Part３ 
アスペルガー障害を含む自閉性障害、注意欠陥多動性障害、学習障害という、主な発達障害の特

徴について述べ、アスペルガー障害の学生の特性をふまえた対応の仕方について解説する。 

 

分 野：「心理学Ⅳ」 
テーマ：「発達障害のある学生の学び －自閉ス

ペクトラム症を中心に－」 

講師 荒木 穂積（立命館大学） 

到達目標 

① 発達障害（自閉スペクトラム症）の定義および現状と歴史について知る。（知識・理解）考え

る 

② 発達障害のある人（自閉スペクトラム症のある人）へのライフサイクルから見た特徴とその生

きづらさについて知る。（知識・理解） 

③ 発達障害のある学生（自閉スペクトラム症のある学生）への学びの支援について実際を知り、

関心を高める。（意欲・態度） 

概要 

Part１ 

発達障害の一つである自閉スペクトラム症の定義および現状と歴史について知る。自閉スペクト

ラム症のグループの中には知的障害をともなわず、大学や職場での支援が必要な人たちがいる。

自閉スペクトラム症の歴史、診断基準、出現率、特別支援教育、合理的配慮および自閉スペクト

ラム症のある人のおかれている現状についての知識と理解を深める。 

Part２ 

自閉スペクトラム症のある人のライフサイクルについて知る。自閉スペクトラム症のある人の幼

児期、学童期、思春期、青年期およびそれ以降の時期における行動の特徴および生きづらさなど

の諸問題について知識と理解を深める。また、その特徴である自閉スペクトラム症の「3 つ組み

の障害」や関係する特性および特性を配慮した発達支援について具体的に知る。 

Part３ 

自閉スペクトラム症のある学生への学びの支援について、大学での場合を中心に具体例を知り、

関心を高める。特に、青年期における「障害」の自己認識、障害表明と自己権利擁護、代理者（代

弁者）の役割、大学における個別教育計画（IEP）や個別支援計画（ISP）、進学・就職支援等につ

いて知る。また、大学における合理的配慮や障害学生支援室の役割の実際について知り、関心を

高める。 

 

分 野：「研究のアウトリーチ活動Ⅰ」 
テーマ：「研究者にできる多様なアウトリーチ 

活動の紹介」 

講師 加納 圭（滋賀大学） 

到達目標 
①研究者によるアウトリーチの様々な形態をその特徴と共に認識し、自己の目的にあった活動を

実行する際の要点を把握する。（知識） 

概要 

Part１ 
科学コミュニケーション（研究者によるアウトリーチ）の３要素（１．専門家が科学を伝える、

２．専門家が社会を学ぶ、３．専門家が社会と協働する）を概説する。 

Part２ 
「１．専門家が科学を伝える」が必要とされる背景、及び専門家が科学を伝える活動の実例を紹

介する。 

Part３ 

「２．専門家が社会を学ぶ」及び「３．専門家が社会と協働する」が必要とされる背景、及び専

門家が社会を学ぶ・社会と協働する活動の実例を紹介する。ここでは、「対話」が重要なキーワー

ドとなる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

Overview of the On-Demand Lectures 

AY 2025 
 

The On-Demand Lectures Viewing Program 

（Video On-Demand: VOD） 

VOD Lectures offer the following content in the fields of education and research in 
cooperation with other universities. 
 (About 45 minutes per lecture (about 15 minutes × 3parts )) 

 

 

  



 

※All affiliations of lecturers are current at the time of photographing. 
≪On-Demand Lectures Overview List≫ 
 

Field：「Higher Education Theory Ⅳ」 Theme：「University Evaluation Theory」 

Instructor Tomoko Torii（Ritsumeikan Univeristy） 

Session 

Objectives 

To describe the challenges of today’s university evaluation from the perspective of internal quality assurance. 

To actively engage in the realization of internal quality assurance with a sense of ownership. 

Overview 

Part１ 

1. Introduction: Development of Efforts Related to University Evaluation 

- Internal Quality Assurance and Continuous Improvement Challenges  

- Academic Management and IR 

- Trends 

Part２ 

2.  Initiatives of Ritsumeikan University 

- Establishment and Operation of Internal Quality Assurance System 

- Initiatives at Educational Program Level 

Part３ 

3. Conclusion: Operation of Internal Quality Assurance System and Visualisation of Learning Outcomes 

- Achievements and Challenges  

- Prospects for the Realization of Internal Quality Assurance 

References 

荒木俊博・山咲博昭（2019）「第 3 期認証評価受審時における使用データと IR の役割 -大学

基準協会受審の 2 大学の事例から-」（事例報告）『大学評価と IR』第 10 号、大学評価コンソ

ーシアム、pp. 29-44。 

大学基準協会編集（2019）『教育プログラム評価ハンドブック』大学基準協会。 

大学基準協会（2017）「大学基準」。 

羽田貴史・米澤彰純・杉本和弘編著（2009）『高等教育質保証の国際比較』東信堂。 

一般社団法人日本私立大学連盟教育研究委員会(2019)「私立大学における教育の質向上に関す

る 取 り 組 み 〜 学 習 成 果 の 可 視 化 に よ る 大 学 教 育 の 質 保 証 〜  」 

https://www.shidairen.or.jp/files/topics/2453_ext_03_0.pdf  2021.3.10 アクセス 

工藤潤（2019）「大学基準協会が定義する内部質保証とその評価のあり方」平成 30 年度大学評

価シンポジウム配布資料 2、大学基準協会、2019.1.28。 

岡田有司・鳥居朋子・村上正行（2020）「学部における教育情報の活用の現状と課題」大学教育

学会第 42 回大会自由研究発表、6 月 7 日。 

大場淳（2015）「 フランスの大学の自律性と質保証」田川千尋編『グローバル化と高等教育：

フランスを事例に』（未来共生リーデイングス volume 8）, 大阪大学未来戦略機構第五部門, 

pp.11-26。 

Saupe, Joe L. (1990) The Functions of Institutional Research, 2nd edition. 

Tallahassee, FL: Association for Institutional Research. 

鳥居朋子（2020a）「立命館大学における内部質保証の取り組み−内部質保証システムの特質お

よび課題を中心に−」『立命館高等教育研究』第 20 号、pp.1-15。 

鳥居朋子（2020b）「大学における教育の評価とマネジメント−内部質保証の推進課題としての

捉えなおし-」『高等教育研究』第 23 集、pp.119-140。  

鳥居朋子（2019）「認証評価を受審して」『じゅあ』No.62、大学基準協会、p.5. 

鳥居朋子・杉本和弘編（2018）『高等教育における戦略的データ活用とリーダーシップ：国際シ

ンポジウムの記録を基礎に（高等教育研究叢書 142 号）』広島大学高等教育研究開発センタ

ー。 

Torii, Tomoko, Watanabe, Yuki, and Mori, Masao (2018) IR landscape in Asia: Global 

trends in practical issues and research topics, Poster Session,  Association for 

Institutional Research 58th Forum, May 31, Orlando, FL, USA. 

立命館大学（2018）「点検・評価報告書（申請用）」.  

http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=413763&f=.pdf  2021.3.10 アクセス 
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Field: Higher Education Theory VI 
Theme: Trends in First-Year Education: What Kind of First-Year Education 

Leads to Success* 

Presente

r 
Tsuyoshi Yamada (Kansai University) 

Attainment 

target 

① To understand the latest trends in first-year education and reconsider what kind of first-year education leads to 

success (Knowledge) 

Overview 

Part 1 

First-year experience programs were first introduced in Japan around 2000. Today, a quarter of a century later, they are 

implemented at almost all higher education institutions. The background to this is changes in higher education 

institutions due to the declining birthrate and changes in the social situation. Looking at recent trends, these changes 

include the following: the reality of students, e.g., having no established study habits and a diminished sense of purpose; 

societal demands for new skills; and articulation with new learning in high schools in accordance with revisions to the 

Guidelines for Course of Study. A first-year experience program is defined as a comprehensive educational program 

designed primarily for university freshmen to facilitate a smooth transition from high school to university and to prepare 

them for successful academic and social experiences at university. The objectives and types of first-year experience 

programs vary, including adaptation to university life, development of academic skills, career development support, and 

social skills and psychological support. In reality, most of the programs involve developing academic skills such as 

writing and presentations. The content that has seen the greatest increase since the start of the program is on how to 

utilize educational resources on campus. 

Part 2 

In order to improve the outcomes of first-year experience programs, it is important to understand what type of students 

are enrolling and what kind of educational and learning environment they have been in. Since the Central Council for 

Education issued its report on comprehensive reform of the high school-university articulation system in December 

2014, high school education has been reformed based on the reform of university admissions selection. University 

admissions selection has been undergoing radical change, including the introduction of the Common Test for University 

Admissions in AY2021, an increase in admissions by school recommendation and holistic admissions, and an increase 

in entrance exams that take inquiry-based learning into account. At the same time, reform of high school education has 

also been progressing with the revision of the Guidelines for Course of Study in 2017. Specifically, proactive, 

interactive, and authentic learning (nearly equal to active learning) has come to be encouraged in order to foster the 

three pillars of qualifications and abilities. In addition, in AY2022, the subject “Period for Inquiry-Based Cross-

Disciplinary Study” (inquiry-based learning) was introduced. First-generation students who studied this subject will 

enter university in April 2025. Through inquiry-based learning, these students will enter university with experiences in 

a series of learning processes: 1) setting a task, 2) collecting information, 3) organizing and analyzing the information, 

and 4) summarizing and expressing what they learned. Therefore, it is necessary to devise first-year experience 

programs that take such experiences into account. 

Part 3 

Naturally, it will take a considerable amount of time for the results of these educational reforms to become apparent, 

and we are still in the process of seeing the results. Looking at the data, there are considerable concerns about high 

school students' low motivation to learn and university students' high passivity toward learning. It can be said that the 

quality of higher education institutions cannot be assured without first resolving these issues. Meanwhile, some data 

support the effectiveness of inquiry-based learning in high schools and first-year experience programs in universities. 

As described above, first-year experience programs are important initiatives from the perspective of high school-

university articulation and the articulation between the first-year and upper-year education. However, the ideal form of 

such programs needs to be reviewed in accordance with changes in the times, high schools, and students. The time has 

come to review and restructure existing first-year experience programs. I would like to again discuss some key points 

for providing first-year experience programs that lead to favorable results. 

1. Positioning: Positioning within the Diploma Programme (DP) and curriculum, and clarifying goals 

2. Implementation structure: Forming a sustainable team to accommodate multiple faculty members 

3. Learning support: Ensuring coordination with an advisor system and academic advising 

4. Collaborative function: Collaborating with faculty development (FD) and student support departments (students 

with disabilities, careers, and student counseling) 

5. Effectiveness verification: Utilizing performance evaluation, class surveys, and grade distribution 



 

 

 

Discipline: “Theory of Teaching and Learning I/II” 
Theme: “Course Design for Student-Centered 

Learning” 

Instructor Kayoko Kurita (The University of Tokyo) 

Session 

Objectives 

To be able to specifically explain the basic theory of teaching and learning (Knowledge) 

To be able to design classes based on an instructional design (Skills) 

Overview 

Part 1 

How Can We Motivate Students to Learn? – Setting of goals and objectives, and motivation theory 

1) Goal and Objectives 

2) Motivation 

You will learn about setting goals and objectives as well as their content and how to write them down. You 

will also learn about students’ motivation and how to use it to create better classes from the perspectives 

of expectancy, value, and the environment.  

Part 2 

Class Design to Promote Learning – ADDIE model and active learning 

1) ADDIE model 

2) Active learning 

You will learn about the ADDIE model, a theory for creating classes, and active learning. By learning 

about the ADDIE model, you can master the cycle, from class design to implementation and evaluation. 

The aim is for you to learn the significance of active learning, which encourages students to learn 

independently, and its specific methods, and to use active learning to create better classes. 

Part３ 

Actual Class Design – Designing a class based on Gagné’s Nine Events of Instruction 

1) Gagné’s Nine Events of Instruction 

2) Class design sheet 

You will learn about Gagné’s Nine Events of Instruction, which can be used as key points for class design, 

and finally, you will learn how to use a class design sheet, a tool for designing a class, based on what you 

have learned so far. The aim is for you to put the theory of teaching and learning you learn in this session 

into practice to create better classes.  

 
 

Field：「Instructional Design Theory Ⅰ」 Theme：「University Course Design」 

Instrucor Hirotaka Oki (Ritsumeikan University) 

Session 

Objectives 

1. To clarify the learning outcome and set appropriate achievement goals in the design of the curriculum and courses. 

(Knowledge, Skills) 

2. To explain the significance and necessity of internal quality assurance required in higher education. (Knowledge, 

Skills) 

Overview 

Part１ 

“Formulation and Disclosure of Perspective-Based Human Resource Development Images (DP) in Each Faculty and 

Department” (Slides 1-15) 

①Objectives of this session, ②What we can see from the Report of Central Council for Education, ③Learning 

outcomes in the Bologna Process, ④Construction of internal quality assurance system, ⑤What are DP, CP and AP?, 

⑥Strategies for clarifying DP and CP, ⑦What are “Perspective-Based” and “Three Elements of Academic Ability”, 

⑧Examples of perspective-based human resource development (DP) – College of Social Sciences, Ritsumeikan 

University, Core Curriculum, Harvard University, Department of Mechanical Systems Engineering, College of 

Engineering, University of Shiga Prefecture, ⑨Points to note for formulation of DP 

Part２ 

“1. Perspective-Based Achievement Objectives” “2. Curriculum Map, Curriculum Tree” (Slides 16-36)  

①Session objectives and connection between instructional content/methods and grading (curriculum design, course 

design: before class), ②Exmple of session objectives by course perspective: Yamaguchi University "Special Lectures 

on Art Theory“, ”Linear Algebra" (Basic Science Courses), General Education Courses - Language and Information 



 

Education Courses - Foreign Language Education Courses, ③Misconceptions of session objetives and what they should 

be, ④Points to note when setting the perspective-based session objectives, ⑤Exercises 1 and 2 of the perspective-

based achievement objectives, ⑥What is the curriculum map and curriculum tree?, ⑦Examples of curriculum map 

and curriculum tree: College of Engineering, University of Shiga Prefecture (map, tree), College of Letters, Ritsumeikan 

University (map), College of Science, Ehime University (tree), College of Education, Ehime University (tree), College 

of Engineering, Utsunomiya University (tree) 

Part３ 

“Evaluation Criteria Based on Achievement Objectives for Each Perspective” (Slides 37-59) 

①Regulations for grading at universities, ②What is the Rubric?,③Rubric Template (Huba & Freed, 2000), ④What 

is the performance evaluation?, ⑤Theory behind performance evaluation, ⑥Note when using Rubric, ⑦Rubric for 

the “Contemporary Education” report exam”(Oki), ⑧Grading of British universities, ⑨Rubric of peresentation in 

U.S., ⑩Effect of Rubric, ⑪Misconceptions of Japanese university faculty (including me), ⑫Actual process and 

example of the performance evaluation, ⑬Referenes 

 
 
 

Field：「Eduation Evaluation Theory Ⅰ」 Theme：「Meaning and Methods of Grade Evaluation」 

Instructo Tomoko Torii (Ritsumeikan University) 

Session 

Objectives 

1. To set an appropriate assessment method and criteria in accordance with the course objectives (behavioral 

objectives). (Skills) 

2. To consider and develop the assessment method of appropriate learning outcomes in accordance with the teaching 

strategies and approaches. (e.g., Rubric assessment) (Knowledge, Skills) 

3.  To strive to provide objective and rigorous grading and appropriate feedback to learners regarding one’s own 

teaching. (Attitude) 

Overview 

Part１ 

Introduction to Grading Methods and Criteria 

This section explains the current status and issues of grading in university courses, the meaning of "rigorous grading," 

the purpose of grading, and the significance of grading (educational function). It also covers the object of grading 

(alignment with achievement goals), the criteria required for grading (validity, reliability, objectivity, efficiency, etc.), 

the grading process, and the timing of grading (diagnostic evaluation, formative evaluation, summative evaluation), 

with several examples provided. 

Part２ 

Grading Methods and Specific Methods for Setting Criteria 

This section explains grading methods (essay examinations, oral examinations, objective examinations, simulations, 

practical examinations, observation and recording methods, papers and reports), the relationship between grading 

methods and assessable objectives (knowledge, understanding, skills, attitudes, etc.), and evaluation methods 

emphasizing the learning process and quality (checklists, rubrics). It also covers absolute and relative evaluation, GPA 

(significance, calculation method, and examples of use), with several examples provided. 

Part３ 

Grading Feedback Methods and Summary 

The lecture is summarized by explaining how to provide feedback to students on their grades (during the class process 

and after the class), disclosing grade points, responding to grade appeals from students, etc., and finally by presenting 

self-checkpoints on setting grading criteria and methods. 

Referen

ces 

１.池田輝政他『成長するティップス先生』玉川大学出版部、2001 年 

２.愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室編集『愛媛大学 FD ハンドブック Vol.1 もっと!! 授

業良くするために－シラバス作成から成績評価まで－第二版』愛媛大学、2007 年 

３.名古屋大学高等教育研究センター編『プロフェッショナルスクールのための授業設計ハンド

ブック』名古屋大学高等教育研究センター、2004 年 

４.北海道医療大学 FD 委員会編『北海道医療大学 FD ハンドブック 大学教育の設計』北海道

医療大学、2003 年 

 
 



 

 

Field: Psychology I Theme: Adolescent Psychology 

Lecturer Yuji Okada (Tokyo Metropolitan University) 

Attainment 

Targets 

(1) To be able to explain the basics of adolescent psychology, a field of developmental psychology 

(Knowledge-based) 

(2) To be able to explain the inner conflicts and developmental tasks of adolescents (Knowledge-based) 

(3) To be mindful of understanding adolescent psychology when dealing with students you supervise 

(Attitude-based) 

Overview 

Part 1 

Adolescent Development and Characteristics (1): Adolescence and the Self  

Adolescence is a critical period in the formation of the self. Part 1 first confirms the definition of 

adolescence, then outlines the self during adolescence from the perspectives of identity, personality, and 

self-esteem.  

Part 2 

Adolescent Development and Characteristics (2): Cognition, Interpersonal Relationships, and School  

Adolescents undergo developmental changes in many areas outside of the self. Part 2 outlines cognitive 

development, interpersonal development, and development through school education.  

Part 3 

Adolescent Diversity and Universities  

There are many different types of adolescents, and you cannot simply lump them together in the single 

word “adolescents.” Focusing on university students, Part 3 outlines students with psychological 

problems, disabled students, sexual minority students, and international students, and it also helps the 

audience deepen their understanding of DEI, an important concept for the inclusion of diverse students. 

References 

1. Takashi Muto & Masuo Koyasu (Eds.), 2013. Hattatsu shinrigaku II [Developmental psychology II], 

University of Tokyo Press.  

2. Toshiaki Shirai, Manabu Tsuzuki, & Yoko Mori, 2012. Yasashii seinen shinrigaku shinpan [Easy 

adolescent psychology, new edition], Yuhikaku Arma.  

 

 

Field：「PsychologyⅡ」 
Theme：「Principles of Development and Characteristics  

at Each Stage」 

Instructor Junko Nishigaki（Osaka City University） 

ession Objective

1. To explain principles of development and growth (Knowledge) 

2. To explain the characteristics of the developmental stage of adolescence in comparison with childhood and infancy 

(Knowledge)  

3. To explain the difficulties that students (especially new students) are likely to experience and refer to them in their 

own teaching activities. (Knowledge, Skills, Attitude) 

Overview 

Part１ 

This session considers the topic of “What is the development?”. We discuss issues such as how development differs 

from growth, what is the relationship between development and education, and how the university and society can 

be viewed differently from the developmental perspective. The qualitative shift in development that usually occurs 

around the age of 20 is also explained. It might be a somewhat abstract session, but please bear with me. 

Part２ 
Changes in both academic-related perceptions and self-understanding are explained as characteristics of 

developmental changes during adolescence or the transition from school to society. 

Part３ 

In the first half of the lecture, difficulties that college students are likely to encounter in their first year and their 

backgrounds are explained. In the second half, developmental disabilities are addressed as students who may have 

difficulty with Active Learning type classes. 



 

Reference 

中村隆一 2013 「発達の旅—人生最初の 10 年」 クリエイツかもがわ 

西垣順子 2016 「青年教育としての大学を拓くために—発達心理学の観点から」 大学評

価学会（編）『グローバル人材育成と発達保障の相克—大学は青年とどう向き合うのか—（仮）』

晃洋書房 

西垣順子 2016 「発達を識っていくということー発達教育の今日的意義」人間発達研究所

（編）『発達研究の創出』群青社 

窪内節子・設樂友崇・高橋寛子・田中 健夫 2015 『学生相談から切り拓く大学教育実践: 

学生の主体性を育む』学苑社 

 

Field：「Psychology Ⅲ」 Theme：「Basics and Advanced Clinical Psychology」 

Instructor Kanji Tokuda（Ritsumeikan University） 

Session 

Objectives 

1. To understand and explain the basics of understanding and responding to the students from a clinical psychological 

perspective (Knowledge, Skills) 

2. To understand and explain the characteristics of college students' problems and the basics of recovery (Knowledge, 

Skills) 

3. To know the characteristics of students with developmental disabilities (LD, Asperger’s and have an attitude to deal 

with appropriately. (Attitude) 

Overview 

Part１ 
Using a student case with frequent absences as an example, the lecture addresses how to understand students from a 

clinical psychology perspective and how to respond to students with psychological problems.  

Part２ 

The characteristics of concerns at the developmental stage of college students are explained for each stage of their lives: 

admission period, mid-term period, and graduation period. The recovery process from psychological disorders and the 

role of the faculty members involved are also addressed. 

Part３ 

The characteristics of the major developmental disorders, such as autistic disorder, including Asperger’s disorder, 

attention deficit hyperactivity disorder, and learning disabilities, are addressed, and how to respond to students with 

Asperger’s disorder, taking into consideration their characteristics, is explained. 
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